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（a）目的 
災害に強く自然風土を残した賢い国土利用への誘導を図るために，内水氾濫の危険

性が高い“自然地形として周囲よりも標高が低く排水路のない凹陥地”の日本全国規

模で抽出する方法を提案する． 
（b）内容 
 災害に強い国土利用へ誘導を戦略的に進めるために内水氾濫の危険箇所を推定す

る方法が考案されている．多くの既往研究では計算精度に重点がおかれ，対象範囲を

狭く市区町村程度であった．今後，国土全域へ拡張する上での問題点としては，解析

に必要な基盤地図情報が全国規模では未整備1，2），下水道管路情報などの特殊な基盤

情報を要すること3，4）である． 
そこで，本研究では地形表現力が高く，国土全域にわたり同一精度で整備されてい

る 10m メッシュ単位の数値標高データのみを用いて，潜在的な内水氾濫の危険箇所と

して“自然地形として周囲よりも標高が低く排水路のない凹陥地（以下，窪地）”を

抽出する方法を考案した．抽出された窪地の精度検証として 1）レーザープロファイ

ラーで作成された高解像度 5mDEM との比較，立地特性の検証として 2）地形図との

比較，内水氾濫危険箇所の検証として 3）全国の浸水実績図（日本河川協会，1991）
との比較を行った． 
（c）得られた成果 
1）抽出された窪地と 5mDEMとを比較した結果，約 10000m2を閾値にすることで自然

地形としての窪地とDEM上の誤差などに起因する窪みと明確に分離できた．その結果，

国土全域で抽出された窪地は 30627 箇所，面積 7591km2に及び，国土の約 2.0%を占め

ていた．2）窪地は一般的に河川の侵食・堆積作用によって形成されるが，抽出され

た窪地は後背湿地，三角州，および谷底平野上であり，地形学的形成プロセスとも一

致した．3）過去の浸水実績が比較的多く残っていた大阪府，奈良県，広島県，およ

び高知県を対象として，その浸水実績範囲と抽出された窪地は 4 府県すべてでよく一

致した．以上のことから，本手法によって 10mDEMのみを用いて窪地を抽出するとい

う簡便な方法で，国土全域で潜在的な内水氾濫危険箇所を効率よく抽出することがで

きた． 
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